

























































Aubryは次の定理を証明した【41｡ モデル(1)において､関数 W(y)が下に凸 (convex)
であり､この関数が -〟yという項 (〟はパラメタ)を含んでいるときには､基底状態に
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uDn - u8n as n一十 一∞ ,
uDn･ヰ u8n_r + s as n一 十∞ .
(8)












1 2 3 4 5 678 9 10 l l 12 13 14 15 16 1 7 18 19 20
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll12 13 14 1 5 16 1 7 18 19 20










12=R Min +pQ (ノ10)














































uN(91,92,･･･,史N-I)空abか2^ ~pl~P2~･･･-P"-I (N≧ 2). (1･5)
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〉8で bく0のとき､整合相はJL=JLBで不安定になり､FL 〉 p8で整合欠陥の密度では
図6bのように増加する｡それぞれのステップは､整合欠陥が等間隔に並んだ構造の変調
相に対応している｡欠陥の間隔が虫であるような変調相を記号lD]で表すことにする｡図
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前節第2段落で述べたような前歴条件が成り立っている場合には､上に示した3つのタ
イプの階段が､Frenkel-Kontorova型モデルの整合欠陥密度のパラメタ依存性のすべての
可能性を尽くしている｡ここで注意しておかなければならないのは､我々は非常にせまい
パラメタ領域 (ある整合相が不安定になるパラメタ値の近傍)だけを考えているというこ
とである｡パラメタの広い範囲にわたって変調波数の変化を調べてみると､ある領域では
悪魔の階段になっており､ほかの領域では図6bやCのようになっているということもあ
り得るのである｡
§5.おわりに
空間変調構造を記述する簡単な1次元モデルが示す変調波数の変化の様子に関しては､
いろいろなことが分かってきた｡こうした研究で得られた知識が､より複雑な現実の物質
で観測される現象を理解するのに役立っことを期待する｡
筆者は､Carnegie-Mellon大学の R.ら.Griffiths教授及びその共同研究者たちとの議
論を通じて､ここで取り上げた問題やそれに関連した閉居について多くのことを学んだ｡
ここに感謝の気持ちを表します｡
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